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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月10日(2020.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　藻類より得られるセルロースまたは前記セルロースの誘導体と医薬品有効成分とを含む
医薬組成物であって、前記医薬品有効成分が主に非晶質形態である、医薬組成物。
【請求項２】
　前記セルロースまたはそれらの誘導体が、シオグサ目またはミドリゲ目の藻類より得ら
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れる、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記セルロースまたはそれらの誘導体が、シオグサ属の藻類より得られる、請求項１ま
たは請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記セルロースまたはそれらの誘導体が、実質的に結晶性である、請求項１～３のいず
れか１項に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記セルロースまたはそれらの誘導体が、Ｘ線回折分析によって測定して少なくとも９
０％の結晶性である、請求項１～４のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記組成物が、前記セルロースまたはセルロース誘導体と前記医薬品有効成分との混合
物の熱アシスト押出を含むプロセスによって形成される、請求項１～５のいずれか１項に
記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記医薬品有効成分対前記セルロースの重量比が最大で１：３である、請求項１～６の
いずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記医薬品有効成分が少なくとも１つの芳香族環または重縮合環構造を含む分子であり
、任意選択で前記分子はまた、少なくとも１つの水素結合供与体または水素結合受容体を
含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記医薬品有効成分が、任意選択でイブプロフェン、ケトプロフェン、フルルビプロフ
ェン、ナプロキセン、アスピリン、エテンザミド、メフェナム酸、フルフェナム酸、トル
フェナム酸、インドメタシン、スリンダク、ピロキシカム、プロゲステロン、エストラジ
オール、プロゲスチン、エストロゲン、コール酸、デオキシコール酸、及びウルソデオキ
シコール酸からなる群から選択される非ステロイド性抗炎症薬、ステロイドまたはコール
酸塩である、請求項１～８のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　藻類より得られるセルロースまたは前記セルロースの誘導体と、医薬品有効成分とを含
む医薬組成物であって、前記組成物が前記医薬品有効成分とセルロースまたはセルロース
誘導体との混合物を、前記医薬品有効成分のガラス転移温度に近いかまたはそれを超える
温度にまで加熱することを含むプロセスによって得られる、医薬組成物。
【請求項１１】
　月経困難症または片頭痛の治療のための請求項１～１０のいずれか１項に記載の医薬組
成物であって、前記医薬品有効成分が非ステロイド性抗炎症薬である医薬組成物。
【請求項１２】
　月経困難症または片頭痛の治療のための医薬の製造における、請求項１～１０のいずれ
か１項に記載の医薬組成物の使用であって、前記医薬品有効成分が非ステロイド性抗炎症
薬である使用。
【請求項１３】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の医薬組成物の調製方法であって、医薬品有効成
分と藻類より得られるセルロースまたは前記セルロースの誘導体とを共に混合することを
含む、方法。
【請求項１４】
　熱アシスト押出；
静的ヒートシーリング；
熱アシスト強力混合、
減圧下での混合、
加熱；
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賦形剤の細孔構造に悪影響を及ぼさない軽度の粉砕；及び／または
溶媒による、共噴霧乾燥、もしくは減圧下でのロータリーエバポレーションによって混合
物を加工することをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記溶媒が水と低級アルキルアルコールとの混合物である、請求項１４に記載の方法。
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